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主の2024年 救 い 主 を 仰 ぐ 元 旦 礼 拝

司会・中島一栄 受付・
前 奏 奏楽・廣田君代
招 詞 イザヤ書４３章１９節

○讃 美 ９１
○主の祈り 週報４頁
○讃 美 ５２１

交 読 文 ２２（詩篇６５篇、896頁)

祈 祷
○使徒信条 週報４頁
○讃 美 ５２０

聖書朗読 詩篇１０７篇２９，３０節(旧約1017頁）

マルコの福音書４章３５節～４１節(新約72頁)
説 教 廣田守男牧師

「さあ、向こう岸へ渡ろう～一人の人を求めて～」

祈 祷
讃 美 ２２２
献 金 ５５

○感謝祈祷
○頌 栄 ６３
○祝 祷 廣田牧師
○答 唱 ５９－５

報 告 ○印⇒お身体に支障のない方はご起立下さい

主にありて2024年のお慶びを申し上げます。コロナ禍が沈静化し、５
類に移行しましたが、インフルエンザの感染が拡大する中、新年を迎え
ることでき感謝します。伝道開始４０年の節目に新会堂の建築をとの
願いを大切に、マタイ６:３３に基づき祈り求め､心新たに主のみ業のため
歩ませて戴きましょう。 今年も礼拝を守ることを第一とし、祈祷会・聖
書の学びを重んじ、また密室の祈りの時を大切にし、日々み言葉の養
いを受け、何時も主を仰ぎ、主に心を向けて歩ませて頂きましょう。
皆様方の上に神様の祝福をお祈り申し上げます。

◎礼拝の時間に遅れないように！ 礼拝の10分前から祈り会で
す（奉仕者は15分前）。一緒に祈りましょう！ 着席は前から
座りましょう！ 求道者には互いに配慮しましょう！

◎献金は感謝と献身の告白です！喜びをもってささげましょう。
◎定 期 集 会 是非出席しましょう！

日曜日・午前10時 礼 拝 子ども教会・午前９時30分
木曜日・午前10時半 聖書の学び ・午後７時半 祈祷会

◎元旦礼拝聖句 説教題「さあ、向こう岸へ渡ろう～一
人を求めて～」（詩篇107篇29，30節、マルコの福音書４章

35～41節） 「主が嵐を鎮められると波は穏やかになった。
波が凪いだので彼らは喜んだ。主は彼らをその望む港に導
かれた。」(107:29,30) 「さてその日、夕方になって、イ
エスは弟子たちに『向こう岸へ渡ろう』と言われた。」(35)

◎「一年の計は元旦にあり」とあります。私たちは現状
に甘んじやすいのです。しかし、教会の頭であられる主イ
エス様が「さあ、向こう岸へ渡ろう」と御声をかけてくだ
さっています。行く先は主に任せて、主が行おうとしてお
られる御業に与る一年間で有りたいものです。

◎詩篇107篇から1５0篇までは第五巻である。これらの詩
篇は、神さまの働きを賛美し、正しい生き方の祝福につい
て詳しく語り、解放を神様に感謝し、神さまの素晴らしい
み言葉について神さまを賛美している。これらの詩篇は、
私たちが神さまに献げることの出来る最も優れたいけにえ
は忠実で従順な人生なのだと言うことを示されている。

詩篇107篇の主題は「救済者なる神さまへの感謝」です。
23節から32節までの主題は「船乗りの感謝」です。船乗り
たちは広大で深さも知れぬ大海原で、嵐が起こる背後にも
神さまがおられるのです(マルコ4:30-41)｡船が波にもてあそ
ばれ、船員達が狼狽していても、神さまが民の祈りに応答
され(6)、捕囚民の祈りを聞かれたように(12)、彼らの叫び
に答えて下さるのです(28)。キリストは、神さまの権威に
よって嵐を静められたのです(マタイ8:26，ルカ8:24)。

◎マルコの福音書4章35節～５章43節の主題は「いろいろ
な奇跡」です。35節以降はガリラヤ湖で起こった出来事で
す。ガリラヤ湖は海面下約210メートルの水域で、丘に囲ま
れている。海の近くで湖の上を吹く風が力が増し、しばし
ば予告なしに激しい嵐が起こった。弟子の中には熟練した
漁師がおり、人生をこの巨大な湖で漁業をしてきたが、こ
の突風の間中恐怖に覚えたのです。弟子たちが恐怖におび
えたのは、嵐が自分たち全員を滅ぼしそうであり、イエス
様は何も気づかず関心を持っていないかのように見えたか
らです。困難はどの様なものであれ、選択肢は二つある。
①心配し、おびえ、イエス様はもはや気にかけてくださら
ないように思い込むこと、②恐怖に抵抗し、イエス様は側
にいて助けてくださると信頼する。もし自分がうろたえて
いるように感じたら、自分には神さまが必要であると告白
し、それから神さまが面倒を見てくださると信頼しましょ
う。家族の救いのため、あらゆる問題に対してもです。


